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丸棒矯正機とは、 

特殊形状の二本以上のロールを用
いて、金属の丸棒製作工程中に生
じた丸棒材の曲がりを真っ直ぐに矯
正するとともに、表面切削後の荒れ
た表面を磨いてつややかにする機
能を有する機械 

・ 本件設計図は、原告の設計担当の従業員らが研究開発の過程で得た技術的
な知見を反映したもので、機械工学上の技術思想を表現した面を有し、かつその
表現内容には創作性があると認められる。したがって、原告本件設計図はそれぞ
れ丸棒矯正機に関する機械工学上の技術思想を創作的に表現した学術的な性
質を有する図面たる著作物にあたる 

・ 原告矯正機の如き実用の機械は、建築の著作物とは異なり、それ自体は著作
物としての保護を受けるものではない（それと同一性のある機械を製作しても複
製にはならない） 

No_29 


